
細胞⽼化を標的とした
先進的な健康寿命延伸法の創出を⽬指して
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平均寿命の延⻑に伴い、がんを含めた様々な加齢性
疾患の罹患率が増加することで、医療費や介護費の負
担が⼤きくなり、社会システムの持続的発展を脅かす
深刻な問題になっている。 この⼤きな課題に対する
根本的解決には、個体⽼化や加齢性疾病の制御機構を
理解し、治療・予防技術を開発することが必要である。
近年、⽼化細胞が個体の加齢に伴い様々な組織に蓄

積すること、遺伝的⼿法での個体からの⽼化細胞除去
により⽼化形質の発現が遅れることが⽰された。つま
り、⽼化細胞を個体から除去可能な薬剤（セノリティ
クス）の開発は健康寿命の延伸につながると考えられ
る。
最近になり、我々は⽼化細胞の有する代謝特性に着

⽬して、グルタミナーゼ阻害剤がセノリティクスとし
て有効であり、様々な加齢性変化や動脈硬化症などの
加齢関連疾患などの症状を改善できることを明らかに
した。⼀⽅、⽣体における⽼化細胞の⼀細胞解析等か
ら、免疫学的アプローチによるセノリティクスが可能
であることも分かってきており、本発表ではそれらの
最新の知⾒について解説するとともに、セノリティク
スに代わる新たな⽼化細胞制御法の可能性についても
紹介したい。
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